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さあ、私が今あなたにしてほしいことを記そう。礼拝に集まった時には、各々、全ての人にとって役

立つものを準備しなさい。つまり、詩編を歌うこと、教えを説くこと、物語を宣べ伝えること、祈りを

導くこと、洞察力を養うことを、それぞれ備えて集まることにしなさい。 

――コリントの信徒への手紙（一）１４章２６節 

 

 
 

マルコが伝えた「良い知らせ」 

――マルコ伝福音書 訳述―― 

 

川上直哉 

 

過ぎ越し祭り １ 

 そうしてついに、首都エルサレムの近くまで、イエス様とその一行（ずいぶん大人数に

なっていました）は、やってきました。そこにはオリーブ山があって、ベトファゲという

村と、ベタニアという村とがありました。目指しているエルサレムまではあと 3 キロ程度

です。イエス様は村へとお弟子さんたちを送って言いました。「あの村へ行って、入口すぐ

のところで子ロバがつないであるのを見つけたら、それを連れてきてください。誰もまだ

乗ったことのない、小さな子ロバですよ。その時、誰かが『なぜそんなことをするのか』

と聞くでしょう。そういう時はこう答えるようになさい――『うちのご主人が御入用でし

て。すぐ戻しますから』と。 

 お弟子さんたちは出かけて行きました。そして町に入ると、道路に「子ロバ」が見えま

した。子ロバは戸口につないでありました。お弟子さんたちはその綱を解きます。そうす

ると、そこに立っていた人がお弟子さんたちに「その子ロバを解いて、何をするのですか」

言いました。お弟子さんたちは、イエス様に言われたと

おり、答えました。そうすると、その人たちはお弟子さ

んたちのしたいようにさせてくれました。つまり、イエ

ス様の言葉が「合言葉」になっていたのでした。イエス

様はもう、着々と、これから起こることの手配を済ませ

ておられたのです。 
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 お弟子さんたちはイエス様の所に子ロバを連れて戻りました。そして、自分たちの上着

を脱いで子ロバの上にかけますと、イエス様はその子ロバの上に乗られました。まだ誰も

乗せたことのない、小さな子ロバです。おとなのロバでも 1.5 メートルほどしか高さがあ

りません。子ロバの上に乗ったイエス様の頭は、周りにいた有象無象の人々の中に埋もれ

て見えなくなってしまいます。イエス様の周りにいたお弟子さんたちは、イエス様の乗っ

た子ロバの前に自分たちの服を並べて道にしました。それから、野の葦
よし

を切って来て、イ

エス様の前からも後ろからもこう叫びました。「ホサナ！聖書の神・主の聖名
み な

において来る

方に祝福を！私たちの父ダビデの国がもうすぐ来るぞ！その国に、祝福を！天のいと高き

ところに！ホサナ！」――季節は春、この地域では農作業の始まりの時でした。でも、こ

の大騒ぎは、まるで「秋」のお祭りの様で

した。というのは、この地域でも、秋にな

りますと「収穫感謝」のお祭りをするので

すが、特に首都エルサレム辺りではこのこ

ろ、定められた草や木を持ってみんなで

「ホサナ＝私たちを助けてください」と叫

ぶ習わしでした。イエス様の旅は、いよいよ目的地に近づきつつある。ついてきた人々は

興奮し、まるで収穫感謝のお祭りのように、叫んだ。その興奮は、「新しい指導者が来た。

新しい国になる。天国が到来する！」という興奮です。これまでずっと、踏みつけにされ、

無視され、黙らされてきた人々が、興奮しています。「いよいよ、助けて下さるのですね！」

と、大騒ぎをしているのです。 
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 でも、実際はどうなのでしょう。興奮する群衆の中に、イエス様の姿は見えません。イ

エス様のいる場所は、ぽっかり穴が開いたようになっています。たくさんの人々が手に葦

をもってそれを振り上げている、その林のようになった真ん中に、穴が開いたようになっ

て、何かが進んでゆく。子ロバに乗ったイエス様です。周りの人の肩より下に、イエス様

の頭が来ます。「偉大なる指導者」は、見えない。そこにいるけれど、誰よりも小さくなっ

ている。そして、その周りにいる人々は、その「子ロバに乗った」イエス様の前に、自分

の上着を敷いて行く。不思議な行進になりました。その行進は、3 キロも続いたのです。

延々、次々と、イエス様の周りの人々が「一番小さくなった人」の前に上着を敷いて行く。

この不思議な行進こそ、イエス様が準備して狙ったもの、そのものでした。それはイエス

様のお考えの通り、そこにしっかり、行われたのでした。 

 そうして遂に、イエス様とその一行は首都エルサレムに到着しました。イエス様は神殿

を見に行き、ぐるっと全体を見てから、もう夕方になっていたので、また 3 キロの道を戻

ってベタニアに帰りました。 
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過ぎ越し祭り ２ 

 次の日、ベタニア村を出て行かれたイエス様は、お腹がすいていました。ふと目をやる

と、遠くにイチジクの木がありました。何か食べられないかと、イエス様はそのイチジク

の木に近づいて行かれました。季節は春です。というのも、イエス様は春のお祭りである

「過ぎ越しの祭り」の時期を狙って、首都エルサレムへの大行進を仕掛けたのでした。イ

チジクは夏から秋にかけて実をつけるものです。春の頃と言えば、盛んに葉ばかり繁る、

イチジクの木です。もちろん、その木の中に、何も食べ物は見つかりません。 

 イエス様がエルサレム入りの時期として選んだ春の祭り「過ぎ越しの祭り」とは、いっ

たい何でしょうか。それは「奴隷は解放される」ということを記念し喜ぶお祭りでした。

みんなでモーセの「出エジプト」物語を追体験することで、「だれも、使い捨てにはされな

い」ということを確認し合う大イベントです。つまり「人間を家畜にしてはいけない」と

戒め合う大きな催事が、首都エルサレムをあげて、行われている。そこに向かう無数の

人々。イエス様と一緒に来たのは、ずっと「使い捨て」にされてきた人々です。世の中は

ずっと、その人々を「生かさず・殺さず」においておき、まるで「家畜」を飼いならすよ

うにしてきた。イエス様はその人々を目覚めさせた。立ち上がらせた。そしてみんなで、

「過ぎ越しの祭り」をめざして、首都エルサレムに入って行った。イエス様はロバの子に

乗って。イエス様は数千人を超える群集の中に埋もれる小さな一人となって、みんなと一

緒に、「過ぎ越しの祭り」に入って行った。そして、そのお祭りの様子を見てから、首都エ

ルサレムを出て 3 キロ先の友だちの家で一晩を過ごした。そしてまた朝になり、エルサレ

ムをめざして出かけた。途中、お腹がすいて、イチジクの木に近づいた。イチジクの木は

立派な葉を盛んに繁らせながら、でも、そこには何も、食べる物がなかった。――ふと、

イエス様の胸に、昨日のエルサレムの様子が思い出されてきました。顔はみるみる赤く紅

潮し、目には怒りの炎が見えるようです。イエス様は「不実
ふ じ つ

」な木に向かって言いました。

「この先ずっと、いつまでも、お前から実を取り食べる者はいないことだろう。」お弟子さ

んたちはイエス様のこの様子を見ながら、この言葉をじっと聞いていました。 
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 そしてまた、一行は首都エルサレムに入りました。当時の都市の一般的な形の通り、エ

ルサレムも街の周囲をぐるりと高い壁で囲っていました。その門を通ると、すぐ、「過ぎ越

しの祭り」の賑わいがあります。その賑わいは、町の中心部である神殿に向かって盛り上

がっていました。神殿もまた、さらに立派な高い壁に囲まれた敷地の中にありました。そ

の門をくぐると、中はとても賑やかでした。多くの人が壁の中でひしめき合うようでした。

世界中から人々が集まり、神殿の中の「最初のひろば」で盛んに何か、やっています。目

を上げますと、この広場の中にはまた、高い壁があります。その壁の中へと、また人が入

っていきます。この「最初のひろば」は、まるで市場そのものでした。いろいろな人がい

ました。あちこちに動物もいました。そして、たくさんの警備兵もいました。 
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 そこでは、人々が盛んに売り買いをしていました。まず、両替商がたくさん出店を出し

ていました。この当時、ローマ帝国は地中海全体を支配しており、広大な地域で商売が可

能になっていましたから、ローマ政府が発行したり認証したりしたコインが普通に使われ

ていました。でも、そのコインはこの神殿の中では通用しませんでした。考えてみれば、

それは当然かもしれません。青銅や銀で造られたコインは、そのもともとの青銅や銀より

も価値があるとされました。そしてそれはコインに刻まれた「神々の像」や「皇帝の顔」

の力によるものでした。それは不思議な力、まさに「神さまの力」です。そして、ここは

「ヤハウェ（あらしむるもの）」という名前の「聖書の神様」の神殿。この「聖書の神様」

は、「形をもった神さま」の力を否定しています。ですから、そのコインは「インチキ」と

いうことになります。ですから、神殿の中ではまず、「インチキ」ではないコインと両替し

なければならない。だから、両替商がたくさん並ぶ。中に入った人はまず、両替商に行っ

て、手数料を払って、両替をします。 

 それから、両替をした人々は、牛や鳩を買いに行きます。お金持ちは牛を、普通の人は

鳩を買います。そしてそれを連れて、神殿の中にある壁の中に入り、神様にお捧げをする、

その時に、聞いたこともない美しい音楽や歌、そして素晴らしく綺麗な儀式を、どこでも

嗅ぐことのできな素敵な香りに包まれて、想像もできないほど素晴らしい建物の中で、触

れて見て聞いて感動する――という特別の体験ができるのです。ただ、そこでお捧げする

動物は、神様にお捧げするのですから、傷があってはいけません。でも、小さな傷は、生

き物なのですから、当然、いくつもあります。だから、「この程度ならよい」という“認証”

を、役所から出してもらう。その“認証”をつけた牛や鳩が、この「最初のひろば」で販売

されている。それを買うために、人々は両替をする。 

 とても広い広場です。そこではたくさんの人が集まる。そこに集まった人々を目当てに、

食べ物屋さんも、雑貨屋さんも、市を連ねる。もちろん、その広場も無限に広いわけでは

ありません。だから、場所取りが大変です。ですから、お役所がその場所も指定し、場所

代を徴収していました。 
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 両替商の手数料、動物の“認証”、そして市場の場所代。それらを管轄しているお役所が、

実は、神殿そのものでした。こうして神殿は巨大な利益を上げて運営されていました。そ

して、その利益の源は、「壁」でした。「最初の広場」は、誰でも入れました。でも、その

中にある壁の中には、「イスラエル人」しか入れませんでした。そしてその中にまた壁があ

りました。その中には「健康な男性」しか入れなかった。まず、人を囲い込み、そしてそ

の中で、人をえり分けて、管理する。その管理の枠の中で、人々が喜んだり悲しんだり喧

嘩したり楽しんだりしている。そうさせることで、莫大な利益を吸い上げる。この神殿は、

人々を飼い慣らす巨大な装置になっていました。それでも、そこに人々は集まってきまし

た。魅力があったのです。その魅力は、その神殿の中心にありました。その神殿の中心に

は、巨大な壁に囲まれた小さな部屋がありました。その部屋の中には、この神殿のご神体

があった。そのご神体は、「十戒」でした。 

 「十戒」とは何でしょうか。それは「奴隷のいない国」を作り出すための憲法でした。

「十戒」は一つの設計図です。その通りすれば、奴隷のいない国ができる。だれも家畜に

されない国。誰も使い捨てにされない国。多くの人が憧れる国を実現するのが「十戒」で

す。それは、魅力的なものです。そして、その魅力をみんなで体感するイベントが「過ぎ

越しの祭り」でした。 

 でも、そのお祭りは、巨大な壁によって作り替えられていました。その巨大さが、人々

を圧倒するので、みんな、騙されてしまうのです。そこに集まる人の多さに、感覚が麻痺

してしまう。そして、気が付くと「家畜」のように飼いならされている。「誰も家畜になっ

てはいけない」ということを実現する「十戒」の魅力を使い、その夢の実現を体感する

「過ぎ越しの祭り」を利用して、人々が使い捨てられている。――それが、イエス様の目

に映った神殿の様子でした。 

 昨日、それを確認したイエス様は、今日、すぐに行動を起こします。遠く全国から集ま

り、イエス様と一緒にやってきた無数の人々と共に、イエス様は神殿の「最初の広場」に

入るとすぐ、片っ端から、売り買いをしている人に「出て行け！」と怒鳴りつけ、両替商

の出店をひっくり返し、鳩を売る屋台（つまり、貧しい人々を相手に金を巻き上げる末端）

を壊し始めました。そして、何かを持っている人は誰も行き来できないようにしました。

数千人の人が、イエス様と一緒に、そうしました。このことを通して、イエス様は一つの

ことを教えようとしました。実際、イエス様はこう言ったのです。 
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こう書いてあるではないか。 

「私の家は すべての民の 祈りの家と呼ばれる」 

事もあろうに そのはずが 泥棒の家としてしまうとは！ 

ここでイエス様が引用しているのは、『旧約聖書』にある「イザヤ書５６章」の有名な言葉

でした。そこでは、預言者イザヤが「『外人・よそ者』とされる人々」に向かって「神様は

自分たちを差別する、と言ってはいけない」と言い、「『自分には何も残すものがない』と

がっかりする人」に向かって「自分は枯れ木だ、と言ってはいけない」と語りかけていま

す。「ただ、正義を行い、慈しみを行え。奴隷が解放される日・救いの日は近いのだから！」

と呼びかけ、「外人・よそ者、無能と馬鹿にされる人々が、安心していられる場所がある。

それが私の神殿だ！」と語る、それが「イザヤ書５６章」でした。 

 騒ぎは一斉に始まり、そして治まりました。数千人の人々が、聖書の中心である「十戒」

を奉じる神殿で、聖書の言葉に従って革命を起こしたのです。だれも、それを止めること

ができません。神殿は、今、まさに「イザヤ書 56 章」にある通りの場所になりました。も

う、ここではだれも、差別されない。どこで生まれた人でも、どんな言葉を使う人でも、

男でも女でも、障がいがあってもなくても、差別されない。馬鹿にされない。無視されな

い。みんな、「人ひとり分の権威」をもって大切にされる。十戒が目指した夢のような場所

が、とつぜん、ここに現われたのでした。後の人はこれを「宮清め」と呼びました。そし

てこれが、イエス様の十字架の決定的な原因になったのでした。 

 神殿という役所の最高責任者たちは学者たちと一緒に、この出来事に際して、「どうやっ

てイエスを滅ぼせばよいか」と話し合い検討を始めました。とにかく、イエス様のことが

恐ろしく思われました。無数の人々が、イエス様の言うことに感動し、目の前に広がる新

しい世界に夢中になっていました。 

 夕方になったので、イエス様は首都エルサレムの外に出ました。また、ベタニア村に戻

って行きます。「首都を占領した領主」ということではないと、これもはっきりみんなに見

えるように、イエス様は友達の家に戻って行きます。この日は、こうして終わりました。 

 


